
行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

令和６年度教職員 離・着任式
　４月１日（月）、和束町体験交流センターにお
いて、令和６年度教職員離・着任式がおこなわ
れました。離任される先生方との別れや、新た
に着任される先生方の新しいスタートがみられ
ました。
令和６年度　着任した教職員（本務者のみ）
【笠置小学校】
教頭　嘉部　喜之（和束小学校　教頭）
教諭　川畑　勇馬（新規採用）
【和束小学校】
教頭　松本　美枝（笠置小学校　教頭）
教諭　大久保裕美（和束小学校　教諭　再任用）
教諭　手島ひかり（草内小学校　教諭）
栄教　大矢　侑子（綾部小学校　栄養教諭）
【南山城小学校】
教諭　橘　　佳佑（田辺小学校　教諭）
【和束中学校】
教諭　丸岡嘉容子（和束中学校　教諭　再任用）
【笠置中学校】
今年度は、異動なし

新教育委員のご紹介
　令和６年３月31日付で、上村 恵子
委員が退任（任期満了）され、４月１日
から新教育委員に谷本 一榮さん（笠置
町）が就任されました。
教育委員会の構成
　教育長　　　　　岡　田　善　行
　同職務代理者　　石　橋　常　男
　委員　　　　　　村　田　年　宏
　委員　　　　　　谷　本　一　榮
　委員　　　　　　鈴　木　慶　一

教育委員会事務局職員の異動
令和６年４月１日付け（　）内は前職名

学校教育課　課長　岸田　啓介（南山城村税住民福祉課長）
　　　　　　主事　𠮷田　健人（新規採用）
生涯学習課　課長　竹谷　徹也（学校教育課長）
　　　　　　主任　小南　圭大（南山城村産業観光課主事）
　　　　　　社会教育主事 南山城村分室
　　　　　　　　　坂口　勝久（京都翔英高等学校講師）

谷本�一榮�委員

和束町職員採用試験

職種・受験資格および採用予定人数
職種

受　験　資　格 採用予定
人数年　齢　要　件 資　格　要　件

保健師 平成２年４月２日から
平成15年４月１日までに生まれた人

保健師免許を有する人または
令和７年３月末までに取得見込みの人 若干名

※注：地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は、受験できません。

試験実施日および内容
【保健師】

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 令和６年６月16日（日） 教養試験、適性検査、専門試験
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 個人面接

応募受付期間
令和６年５月１日（水）から令和６年５月20日（月）まで（但し、閉庁日は除く）午前８時30分から午後５時15分まで
郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書きし、必ず簡易書留で送付して下さい。（令和６年５月20日（月）必着）
提出書類
・和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
・和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役場総務課にあります）
　ホームページでもダウンロードができます。http://www.town.wazuka.lg.jp/
・履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影した写真を貼付）　・保健師免許写しまたは資格取得見込証明書
・受験票返信用封筒（長３サイズ�120mm×235mmの封筒に返信宛名を明記し、434円分（簡易書留）の切手を貼付）
・その他　第３次試験合格者については後日最終学校卒業証明書又は卒業見込証明書を提出していただきます。
採用予定日　令和７年４月１日（月）　　給与　和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給されます。
問〒619-1295�京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地の2　和束町役場総務課　☎0774・78・3001　内線�316
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奥田右副町長�退任式（和束町）

　３月29日（金）に、和束町役場１階住民ホールにて、
奥田副町長の退任式がおこなわれました。
　平成26年に副町長に就任され、10年間、和束町の発
展にご尽力いただきました。
�職員から花束を受け取り、ねぎらいの拍手を受けなが
ら、役場を後にされました。

（左）奥田副町長　　（右）馬場町長

中淳志町長�退任式（笠置町）

　３月29日（金）、３月31日（日）の任期満了により退任
される中淳志町長の退任式がおこなわれました。
　令和２年４月１日に就任され、１期４年間、コロナ禍
での町行政運営となりましたが、ご尽力いただきました。
　新町長となる山本篤志氏から花束を贈られ、議員、職
員等から暖かい拍手を受け、役場を後にされました。

（左）山本新町長　　（右）中前町長

山本篤志新町長�初登庁（笠置町）

　４月１日（月）、３月17日（日）に執行された笠置町長
選挙において初当選した山本篤志氏が、初登庁しました。
　役場１階ホールで職員、議員ほか関係者から大きな拍
手で迎えられ、職員から花束を受けた後、訓示をおこな
いました。

～ごあいさつ～　
　笠置町、和束町、南山城村のみなさん、こんにちは。
　本年４月１日より笠置町長に就任いたしました山本篤志です。
　笠置町で生まれて木津川市で育った私自身が、生まれた町、「笠置」に戻り、先頭に立
って、移住定住の促進、産業の振興、人口減少、高齢化、少子化、子育て・教育の充実
など、笠置町および相楽東部地域の抱える様々な課題に取り組んでまいります。
　それぞれに特色のある魅力いっぱいの相楽東部ですが、安心・安全に、そして未来に
繋いでいくためにも、３町村の更なる連携強化が必要となります。
　住民のみなさんと共に、しっかりと歩みを進めてまいりますので、みなさん、どうぞ
よろしくお願いいたします。

笠置町長　山本　篤志

山本新町長
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笠
置
町

【
異　
動
】前
田
早
知
子　
参
事
兼
総
務
財
政
課
長
及
び
商
工
観
光
課
長
事
務
取
扱（
参
事
兼
総
務
財
政
課
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
植
田　
将
行　
建
設
産
業
課
長（
商
工
観
光
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
浅
川　
元
紀　
建
設
産
業
課
長
補
佐（
総
務
財
政
課
兼
建
設
産
業
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
奥
田　
大
介　
人
権
啓
発
課
長
補
佐（
建
設
産
業
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
矢
野　
邦
彦　
税
住
民
課
主
査（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
田
中　
喜
也　
建
設
産
業
課
主
査
兼
総
務
財
政
課
主
査（
総
務
財
政
課
主
査
）

【
新
規
採
用
】令
和
６
年
4
月
1
日
付

　
　
　
　
石
田　
礼
美　
笠
置
保
育
所
主
任
保
育
士

　
　
　
　
籔
下
あ
す
か　
税
住
民
課
主
任

　
　
　
　
安
藤　
直
人　
総
務
財
政
課
主
任

　
　
　
　
田
中　
　
和　
総
務
財
政
課
主
事

　
　
　
　

�

中
田
し
の
ぶ　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
所
長

（
暫
定
再
任
用
職
員
）

【
退
職
者
】令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
　
　
　
石
川
久
仁
洋　
商
工
観
光
課
長

　
　
　
　
福
島　
　
学　
建
設
産
業
課
長

　
　
　
　
小
林　
慶
雅　
笠
置
保
育
所
主
任
保
育
士

和
束
町

【
異　
動
】岡
田　
博
之　
理
事（
総
務
課
長
兼
財
政
係
長
事
務
取
扱
兼
和
束
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
馬
場
か
よ
子　

�

国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
療
担
当
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
者

（
福
祉
課
主
幹
兼
福
祉
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
原
田　
敏
明　

�

総
務
課
長
兼
和
束
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱

（
地
域
力
推
進
課
長
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
準
備
室
長
）

　
　
　
　
北　
　
広
光　
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
者
事
務
取
扱
兼
介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
吉
田　
敏
江　
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
兼
会
計
係
長
事
務
取
扱（
税
住
民
課
長
）

　
　
　
　
但
馬　
宗
博　

�

総
合
施
設
整
備
課
長
兼
整
備
係
長
事
務
取
扱
兼
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
務
長

（
総
合
施
設
整
備
課
長
兼
整
備
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
井
上　
博
丞　
建
設
事
業
課
長（
建
設
事
業
課
長
兼
上
下
水
道
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
松
井　
幸
則　
農
村
振
興
課
長
兼（
農
村
振
興
課
長
兼
茶
業
係
長
事
務
取
扱
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱
兼
環
境
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
今
西　
　
靖　
税
住
民
課
長（
税
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民
戸
籍
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
冨
田　
幸
彦　

�

地
域
力
推
進
課
長
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
準
備
室
長

（
総
務
課
地
方
創
生
担
当
課
長
）（
京
都
府
職
員
と
併
任
）

　
　
　
　
小
川
恭
仁
子　

�

福
祉
課
主
幹
兼
介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
長
谷
川
真
理　

�

税
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民
戸
籍
係
長
事
務
取
扱
兼
保
険
年
金
係
長
事
務
取
扱（
税
住
民
課
保
険
年
金
係
長
）

　
　
　
　
田
島　
美
幸　
福
祉
課
長
補
佐
兼
健
康
係
長
事
務
取
扱（
福
祉
課
健
康
係
長
）

　
　
　
　
田
尻　
道
隆　
総
務
課
庶
務
係
長
兼
地
域
情
報
係
長（
農
村
振
興
課
主
任
）

　
　
　
　
森
脇　
保
浩　
建
設
事
業
課
庶
務
係
長（
建
設
事
業
課
庶
務
係
長
兼
建
設
係
長
）

　
　
　
　
高
田　
裕
美　
農
村
振
興
課
茶
業
係
長
兼
振
興
係
長（
農
村
振
興
課
主
任
）

　
　
　
　
北
澤　
嘉
朗　
農
村
振
興
課
環
境
係
長（
福
祉
課
主
任
）

　
　
　
　
仲
辻　
悟
志　
福
祉
課
福
祉
係
長（
福
祉
課
主
任
）

　
　
　
　
宮
下　
大
樹　
建
設
事
業
課
上
下
水
道
係
長（
建
設
事
業
課
主
任
）

　
　
　
　
鎌
田　
　
翔　
建
設
事
業
課
建
設
係
長（
建
設
事
業
課
主
任
）

　
　
　
　
田
中　
秀
一　
総
務
課
財
政
係
長
兼
行
政
係
長（
総
合
施
設
整
備
課
主
任
）

【
派　
遣
】早
野　
　
理　
京
都
地
方
税
機
構
派
遣
勤
務（
建
設
事
業
課
主
事
）

　
　
　
　

�

山
本
千
代
美　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務〈
主
任
〉（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務〈
課
長
補
佐
〉）

（
暫
定
再
任
用
職
員
）

【
新
規
採
用
】令
和
６
年
4
月
1
日
付

　
　
　
　
渡
邉
久
仁
太　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
教
育
委
員
会
町
史
編
纂
室
主
任
）

　
　
　
　
畑　
　
皓
介　
農
村
振
興
課
主
事

　
　
　
　
秋
山
友
貴
子　
総
務
課
主
事

　
　
　
　
上
岸　
芹
菜　
税
住
民
課
主
事

　
　
　
　
藤
井　
祥
太　
総
務
課
主
事

　
　
　
　
岩
本　
悠
梨　
地
域
力
推
進
課
主
事

【
退
職
者
】令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
　
　
　
奥
田　
　
右　
副
町
長

　
　
　
　
島
川　
昌
代　
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
務
長

　
　
　
　
榎
木　
由
佳　
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
兼
会
計
係
長

　
　
　
　
宮
嶋　
靖
典　
総
務
課
庶
務
係
長
兼
地
域
情
報
係
長

　
　
　
　
安
井　
　
愛　
和
束
保
育
園
保
育
士

南
山
城
村

【
異　
動
】岸
田　
秀
仁　
税
住
民
福
祉
課
長（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
冨
岡　
康
子　
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐（
会
計
管
理
者
）

　
　
　
　
袖
岡　
幸
司　
保
健
医
療
課
長
補
佐（
総
務
財
政
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
圡
井
ひ
と
み　
総
務
財
政
課
長
補
佐（
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐
）

【
派　
遣
】岸
田　
啓
介　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
税
住
民
福
祉
課
長
）

　
　
　
　
米
澤　
昌
樹　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
小
南　
圭
大　
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
産
業
観
光
課
主
事
）

　
　
　
　
南　
　
和
昇　
京
都
地
方
税
機
構
派
遣（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

【
新
規
採
用
】令
和
６
年
4
月
1
日
付

　
　
　
　
二
滝
亜
理
沙　
保
育
所
主
任
保
育
士

【
退
職
者
】令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
　
　
　
古
賀　
由
賀　
税
住
民
福
祉
課
主
任
兼
保
健
医
療
課
主
任
兼
保
健
師

相
楽
東
部
広
域
連
合

【
異　
動
】松
浦　
佳
徳　

�

事
務
局
長
兼
議
会
事
務
局
長

（
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
地
域
連
携
・
振
興
部
企
画
・
連
携
推
進
課
主
幹
兼
係
長
）

　
　
　
　
大
西　
清
隆　
総
務
課
長（
会
計
管
理
者
兼
環
境
課
長
）

　
　
　
　
米
澤　
昌
樹　
会
計
管
理
者
兼
環
境
課
長（
南
山
城
村
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
小
森　
豊
久　
京
都
府
総
合
政
策
環
境
部
情
報
政
策
課
主
幹
兼
係
長（
事
務
局
長
兼
議
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
岸
田　
秀
仁　
南
山
城
村
税
住
民
福
祉
課
長（
総
務
課
長
）

３
町
村
の
人
事
異
動�

令
和
6
年
4
月
1
日
付（　
）内
は
旧
役
職
名
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安心安全
ほっ

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15�
相
楽
会
館
１
階�

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
商
品
が
届
か
な
い
と
い
う
詐
欺
の
手
口
に
加
え
、
販
売
業
者
が

返
金
に
応
じ
る
と
言
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス（
○
○
ペ
イ
）を
使
用
し
、
金
銭
を

騙
し
取
る
新
た
な
手
口
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。「
返
金
」し
て
も
ら
う
は
ず
が
い
つ
の
間
に
か

「
送
金
」し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
○
○
ペ
イ
で
返
金
し
ま
す
」と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い

事
　
例

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
7
0
0
0
円
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
購
入
し
た
。
支
払
方

法
は
銀
行
振
込
の
み
で
、
事
業
者
に
振
込
完
了
メ
ー
ル
を
送
っ
た
後
、「
在
庫
が

欠
品
し
て
い
る
た
め
、
注
文
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
ま
す
」と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

「
払
い
戻
し
は
○
○
ペ
イ
で
行
い
ま
す
」と
の
内
容
で
L
I
N
E
の
友
達
登
録
を

す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
ビ
デ
オ
通
話
で
指
示
を
さ
れ
る
が
ま
ま
に
○
○
ペ
イ
に

数
字
を
言
わ
れ
て
入
力
し
た
。
何
度
か「
失
敗
し
て
い
る
」と
言
わ
れ
、
複
数
回
操

作
し
た
結
果
、
約
10
万
円
送
金
し
て
し
ま
っ
た
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。

ア
ド
バ
イ
ス�

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
代
金
を
銀
行
振
込
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
返
金
は

決
済
ア
プ
リ
で
行
う
の
は
極
め
て
不
自
然
で
す
。「
○
○
ペ
イ
で
返
金
し
ま
す
」と

言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑
い
、
相
手
の
指
示
に
従
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
操

作
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
〇
ペ
イ
を
使
用
し
金
銭
を
騙
し
取
る

新
た
な
手
口
に
気
を
つ
け
て

ち
か
ん
・
盗
撮
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

�

～
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
、ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い
～

　
通
勤
・
通
学
時
間
帯
を
中
心
に
、
混
雑
す
る
電
車
内
や
駅

構
内
で
痴
漢
や
盗
撮
と
い
っ
た
犯
罪
が
増
え
て
く
る
時
期
で

す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に
も
痴
漢
や
盗
撮
の
被
害
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
痴
漢
や
盗
撮
を
目
撃
し
た
時
に
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と

　
○
被
害
者
に
優
し
く
声
を
掛
け
る

��　

�　
「
大
丈
夫
で
す
か
。」、「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。」な
ど
、

あ
な
た
の
一
言
で
被
害
者
は
と
て
も
救
わ
れ
ま
す
。

　
○
周
囲
の
人
や
駅
員
に
協
力
を
求
め
る

　
　

�　
１
人
で
犯
人
を
捕
ま
え
た
り
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
周

囲
の
人
や
駅
員
に
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　
○
被
害
者
の
代
わ
り
に
１
１
０
番
通
報
を
す
る

　
　

�　
痴
漢
の
被
害
者
は
、
怖
く
て
犯
人
の
特
徴
や
顔
等
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

�　
あ
な
た
が
代
わ
っ
て
犯
人
の
特
徴
や
逃
走
方
向
を
通

報
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
○�

警
察
に
情
報
提
供
を
す
る

　
　

�　
断
片
情
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
　

�　
目
撃
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
て
も
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

問�

京
都
府
警
察
鉄
道
警
察
隊　
レ
デ
ィ
ー
ス
相
談

　
　
☎
０
７
５
・
6
8
2
・
0
9
1
3

　
木
津
警
察
署

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

�「
消
費
生
活
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」を
お
こ
な
い
ま
す�

日
5
月
18
日（
土
）　
午
前
11
時
～
午
後
4
時

所
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原�

３
F
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笠
置
町
消
防
団

【
本
団
役
員
】

　
副
本
部
長�

川　
崎　
隆　
次

【
部
長
】

　
第

１

部�

山　
村　
正　
巳

　
第

２

部�

中　
本　
典　
男

　
第

６

部�

尾　
上　
嘉　
洋

　
自
動
車
部�

永　
江　
　
　
匠

【
班
長
】

　
第

１

部�

西　
村　
　
　
治

　
第

２

部�

尾　
關　
　
　
彰

　
自
動
車
部�

東　
浦　
　
　
翼

【
新
入
団
員
】

　
第

１

部�

和　
田　
文　
人

　
第

１

部�

穂　
森　
博　
和

　
第

２

部�

西　
　
　
朋　
子

　
第

２

部�

山　
本　
海　
都

　
第

６

部�

柗　
本　
豊　
輝

　
自
動
車
部�

安　
藤　
直　
人

【
退
団
役
員
】令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
前
副
本
部
長�

木　
村　
宣　
明

和
束
町
消
防
団

【
本
団
役
員
】

団　
　
　
　
　
長�

谷　
本　
昌　
隆

副　
　
団　
　
長�

大　
谷　
　
　
毅

湯
船
分
団
長�

大　
谷　
健　
弥

湯
船
副
分
団
長�

前　
田　
正　
人

中

分

団

長�

稲　
垣　
嘉　
輝

中
副
分
団
長�

𠮷　
村　
一　
真

西

分

団

長�

𠮷　
田　
雄　
一

西
副
分
団
長�
久
保
見　
和　
弘

【
新
入
団
員
】

湯
船
分
団
第
１
部�

柚　
木　
敦　
志

東
分
団
第
１
部�

藤　
井　
祥　
太

東
分
団
第
４
部�

当　
麻　
篤　
志

東
分
団
第
４
部�

山　
本　
哲　
史

中
分
団
第
２
部�

福　
田　
翔　
太

中
分
団
第
２
部�

池　
田　
和　
俊

中
分
団
第
３
部�

山　
口　
陽　
大

西
分
団
第
２
部�

多　
賀　
健　
蔵

西
分
団
第
３
部�

藤　
井　
優　
子

南
山
城
村
消
防
団

【
本
団
役
員
】

団　
　
　
　
　
長�

柴　
垣　
紀　
行

副　
　
団　
　
長�

蛭　
川　
　
　
尚

副　
　
団　
　
長�

山　
本　
英　
樹

指
導
員
長（
分
団
長
）�

石　
田　
晴　
嗣

機
能
別
分
団
長�

屋　
敷　
浩　
彦

第
１
分
団
分
団
長�

大
久
保　
晋　
一

第
１
分
団
副
分
団
長�

関　
口　
翔　
平

第
1
分
団
副
分
団
長�

増　
田　
永　
俊

第
２
分
団
分
団
長�

德　
田　
直　
樹

第
２
分
団
副
分
団
長�

福　
本　
敏　
伸

第
２
分
団
副
分
団
長�

川　
端　
寿　
樹

【
部
長
】

第
１
分
団
第
１
部（
今
山
・
奥
田
）

�

中　
岡　
義　
彰

第
１
分
団
第
２
部（
童
仙
房
・
野
殿
）�

�

小　
泉　
健　
太

第
１
分
団
第
３
部（
本
郷
・
押
原
）

�

吉　
村　
公　
伸

第
１
分
団
第
４
部（
南
大
河
原
）

�

畑　
中　
紀　
人

第
１
分
団
第
５
部（
月
ヶ
瀬
N
T
）

�

金　
丸　
一　
彦

第
２
分
団
第
１
部（
田
山
）

�

藪　
仲　
孝　
樹

第
２
分
団
第
２
部（
高
尾
）

�
福　
仲　
康　
司

【
新
入
団
員
】　

第
１
分
団
第
１
部�

柴　
垣　
歩　
乃

第
１
分
団
第
１
部�

村　
田　
美　
穂

第
１
分
団
第
３
部�

大　
堀　
大　
河

第
２
分
団
第
１
部�

伊　
藤　
裕　
貴

第
２
分
団
第
１
部�

手　
仲　
亮　
太

第
２
分
団
第
２
部�

福　
仲　
脩　
生

令
和
6
年
度�

消
防
団
員
任
命
式

　　
3
町
村
で
は
、
4
月
1
日
付
で
、
本
団
役
員
お
よ
び
新
入
団
員
が
新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
笠
置
町
消
防
団
で
は
、
3
月
31
日
付
で
、
一
部
本
団
役
員
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。　

　
本
団
役
員
、
新
入
団
員
お
よ
び
退
団
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

増
え
て
ま
す
女
性
消
防
団
員　

　
３
町
村
で
は
、
女
性
消
防
団
員
の
入
団
が

あ
り
、
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
、
男
女
問
わ
ず
入
団
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

南山城村消防団任命式の様子
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
お
け
る

街
頭
啓
発

　
３
町
村
で
は
４
月
６
日（
土
）か
ら
４
月
15
日（
月
）ま
で
お
こ
な

わ
れ
た
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
、
交
通
安
全
の
意
識

の
高
揚
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け
街
頭
啓
発
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

消
防
団
車
両
を

更
新
し
ま
し
た

（
南
山
城
村
）

　
南
山
城
村
消
防
団
で
は
、
こ
の
た
び

総
務
省
消
防
庁
か
ら
救
助
資
機
材
・
小

型
動
力
ポ
ン
プ
搬
送
車
が
無
償
貸
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
第
１
分
団
第
１
部（
今
山・

奥
田
）の
車
両
を
更
新
し
、
４
月
７
日

（
日
）に
納
車
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
装
備
品
に
小
型
動

力
ポ
ン
プ
だ
け
で
な
く
、
救
助
資
機
材

と
し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
付
属
さ
れ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
現
場
で
の
活

用
が
期
待
で
き
ま
す
。

総務省貸与車両納車式

４月６日（土）、
お茶の京都みなみやましろ村にて街頭啓発

（南山城村）

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
委
員
委
嘱
式

　
４
月
４
日（
木
）、
笠
置
町
役
場
に
て
、
笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協

議
会
委
員
委
嘱
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
長
よ
り
出

席
さ
れ
た
７
名
の
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
委
嘱
式
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
新
体
制
の
も
と
、
町
内
で
の
交
通
安
全
思
想
の
普
及
や
啓
発
等
に

つ
い
て
、
委
員
の
み
な
さ
ま
と
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
予
定
で

す
。

　
な
お
、
委
員
の
任
期
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

左から　山本町長・浦田委員・小谷委員・渡利委員

左から　山本町長・巽委員・北口委員・北川委員・今井委員

４月８日（月）、
白栖橋交差点にて街頭啓発（和束町）

４月10日（水）、
国道163号沿で、ハンドプレートによる

運転手への注意喚起（笠置町）
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大
人
も
Wa
k
u
Wo
r
k
体
験
事
業

 『
春
の
寄
せ
植
え
体
験
教
室
』

日
①
5
月
23
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時

　
②
5
月
30
日（
木
）午
後
2
時
～
3
時

所�

①
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
②
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

期
①
5
月
7
日（
火
）～
10
日（
金
）

　
②
5
月
13
日（
月
）～
17
日（
金
）

講�

勝
田　
智
子
さ
ん

費�

2
0
0
0
円
程
度（
講
習
料・材
料
費
）

対�

３
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方（
高
校
生
不
可
）

定
各
10
人

持
軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
割
り
箸

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

�『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
5
月
13
日（
月
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
5
月
8
日（
水
）・
22
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講�

ア
イ
バ
ン・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対��

笠
置
町・
南
山
城
村
在
住
の
高
校
生

講
座

以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95・
2
7
2
6

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　

�　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 『
健
康
体
操
教
室
』

日
5
月
9
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
鷹
野　
明
子
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
南
山
城
村
教
室

日
5
月
11
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講
菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対�

笠
置
町
と
南
山
城
村
在
住
の
小
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

ゆ
る
ふ
る
部
活
動（
M
T
B
）

日
5
月
26
日（
日
）

　
　
※
予
備
日　
25
日（
土
）

催
し

他��

後
日
、
管
内
各
小
中
学
校
を
通
じ
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78・
4
3
3
5

京
の
ま
な
び
教
室

「一日
大
学
生
体
験
…
キ
ャ
ン
パ
ス
散
策
」

日
5
月
18
日（
土
）

他��

後
日
、
管
内
各
小
学
校
を
通
じ
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78・
4
3
3
5

人
権・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
5
月
21
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所�

笠
置
会
館　
1
階
会
議
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
5
月
7
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問�
和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
5
月
27
日（
月
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

相
談

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
5
月
20
日（
月
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

役
場
会
議
室

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
5
月
20
日（
月
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

役
場
会
議
室

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
予
約
は
5
月
17
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

実
施
日

場
　
所

5
月
15
日（
水
）
東
部
区
集
会
所

5
月
21
日（
火
）
飛
鳥
路
区
集
会
所

5
月
24
日（
金
）
笠
置
会
館
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京都やましろ体験交流協議会	 ☎�0774・78・3396　 �info@chagenkyo.com　担当：鍵岡・谷本・吉岡

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

　　
親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
）

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

実
施
日

場
　
所

5
月
15
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

5
月
17
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

5
月
24
日（
金
）
高
尾
公
民
館

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
5
月
29
日（
水
）

（�

予
約
不
要
。３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま

い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。）

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�
0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で

相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

農村宿泊体験（農泊）5月号
　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　今年度も4月から受入が始まっています。今月も
東京から中学生が来られますので、よろしくお願い
いたします。
　昨年度、受入をさせていただいた中学校の生徒さ
んの作文が、地元の新聞に載っていたことを偶然に
受入家庭さんが見つけて教えてくれました。記事に
は修学旅行の思い出が記されていて、農泊体験での
思い出、特に人の優しさにふれたことを今後に生か
していきたいと綴られていました。こういった感想
をいただくと、とても暖かい気持ちになり、今後も
農泊事業をこの地域で盛り上げていきたいと思いま
す。ぜひみなさんにも知っていただきたく、紹介さ
せていただきました。
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　管内の小・中学校にて、小学校は４月９日（火）、中学校は４月10日（水）に入学式が開かれました。
　小学校の入学式では３月に卒園したばかりの新入生が、笑顔で元気あふれる返事をしている様子
が見受けられました。
　中学校の入学式では、新入生の代表者が学校生活や、勉強、部活動などに励む事を誓い、緊張の
面持ちで在校生からの歓迎の言葉とともに、新たな学校生活をスタートさせました。
　新入生は保護者や在校生、先生方に温かく迎えられ、さまざまな思いを持ちながらの入学式とな
りました。（笠置小２人、和束小８人、南山城小10人、和束中23人、笠置中14人）

令和6年度 令和6年度 小・中学校入学式小・中学校入学式

和束小学校和束小学校

笠置小学校笠置小学校

笠置中学校笠置中学校

和束中学校和束中学校

南山城小学校南山城小学校
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【相楽東部広域バス】好評運行中３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和６年４月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口�1,108人　
世帯数�� �579世帯

（0）
（増1）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口�3,441人　
世帯数�1,657世帯

（減21）
（減3）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口�2,425人　
世帯数�1,206世帯

（減9）
（0）

運行日：毎日
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円
◦月ヶ瀬口駅発
８：15 ／ 10：15 ／ 13：40 ／ 15：40

◦加茂駅発
９：15 ／ 11：15 ／ 14：40 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】�株式会社キタモリ�☎0595・38・1524
【その他の問合せ】�南山城村総務財政課� ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

図書室だより ３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

笠置町図書室��☎0743・95・2726／和束町体験交流センター図書室��☎0774・78・4013／南山城村図書室��☎0743・93・0522

☆『おはなしのじかん』のご案内
日５月19日（日）午前10時30分～
所和束町体験交流センター１階ホール

和束町体験交流センター
図書室から

下記の日程は休室します。
笠置町図書室：５月１日（水）～６日（月）
和束町体験交流センター図書室：５月３日（金）
南山城村図書室：５月２日（木）～５日（日）

３町村図書室のゴールデンウィークの
休室日について

「まいまいつぶろ」� 村木�嵐／絵

　口がまわらず、誰にも言葉が届かない。
歩いた後には尿を引きずった跡が残るため、
まいまいつぶろ（カタツムリ）と呼ばれ蔑ま
れた君主がいた。常に側に控えるのは、た
だ一人、彼の言葉を解する何の後ろ盾もな
い小姓、兵庫。麻痺を抱え廃嫡を噂されて
いた若君は、いかにして将軍になったのか。

「ともぐい」 河崎�秋子�／�著

「一線の湖」 砥上�裕將�／�著

「椿の恋文」 小川�糸�／�著

一般書

児童書

「ぬまの100かいだてのいえ」
 いわい�としお�／�著

「大ピンチずかん」� 鈴木�のりたけ�／�著
「彗星とさいごの竜」� 今井�恭子�／�著

南
山
城
村

「成瀬は天下を取りに行く」
� 宮島�未奈�／�著

　中２の夏休みの始まりに幼馴
染の成瀬がまた変なことを言い
出した。コロナ禍、閉店を控え
る西武大津店に毎日通い、中継
に映るという。さらにはM-1
に挑み、実験のため坊主頭に…。
<本屋大賞2024　大賞>

「中野のお父さんと五つの謎」 北村�薫�／�著

「博士はオカルトを信じない」 東川�篤哉�／�著

「 なんちゃってホットサンド」� 小川�糸�／�著

一般書

児童書

「そそそそそ」� たなか�ひかる�／�著

「つるわるつ」� 岡本�よしろう�／�著

「きょうはおやすみします がっこうのてんこちゃん」
� ほそかわ�てん�／�著

和
束
町

一般書

一般書

児童書

「キッチンカーです」 オームラ�トモコ�／�著

「ぼくは、ういてる。」 なかがわ�ちひろ�／�著

「ぼりす　かいものにいく」
� ディック・ブルーナ�／�著

「黄色い家」 川上�美映子�／�著

「きらん風月」 永井�紗耶子�／�著

「夜明けの花園」 恩田�陸�／�著

一般書

「水車小屋のネネ」
� 津村�記久子�／�著

　18歳と８歳の姉妹がたどり着いた
町で出会ったしゃべる鳥＜ネネ＞ネネ
に見守られ、変転してゆく　いくつも
の人生…。助け合い支え合う人々の
40年を描く。
<本屋大賞2024�第２位>

一般書

笠
置
町

編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205�京

都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

☎
07
74・

78・
0120
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74・
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0121
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